
学校法人呉学園 日本写真芸術専門学校 学校情報(2025 年度) 

 

 

1、学校の概要、目標及び計画 

【設置者】 

学校法人呉学園 (理事長  宋 成烈) 

【所在地】 

東京都渋谷区桜丘町 4−16 

【連絡先】 

TEL 03−3770−5585 

【校長】 

ハービー・山口 

【学校の沿革】 

1966 年 日本写真専門学院設立 初代学院長 井深 微 

1977 年 学校法人呉学園設立認可 

1982 年 専門学校として認可 日本写真芸術専門学校に校名変更 

【教育理念】 

『 「超実践教育サービス」の提供を通して、自立的で個性豊かなクリエイターを育成し、

社会に新しい価値を創造し、共に成長する』(Real Education=実践に即した教育) 

【教育目標】 

「生活と文化に携わる有能なフォトグラファーを育成する」ことを目的とする。職能上必要

とされる技能を履修させ、教養を積み、同時に人間形成に努め社会人としての自覚と責任を

持つ人材の育成を使命とする。 

 

 

2、 各学科等の教育 

【入学者に関する受入方針】 

出願資格として、 

1、高等学校を卒業または卒業見込みの者。 

2、文部科学省の行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者。 

3、外国において 12 年の学校教育課程を修了した者。 

4、本学が高等学校卒業と同等の学力があると認める者。 

5、専門課程 2 年次編入希望者は、専門課程・短期大学等において 1 年以上(850 時間以上)

を履修した者。(編入学定員 若干名) 

6、専門課程 3 年次編入希望者は、専門課程・短期大学等において 2 年以上を修了した者。 

 



上記の出願者に対し、AO、学校推薦、自己推薦、指定校推薦、一般入学試験を実施し、書

類審査、人物評価(面接)等総合的に審査を行ない、本校が求める人材に対して入学を許可す

る。 

 

【学科別情報】 

○専門課程Ⅰ部 写真科 

修業年限 3 年 

入学定員 50 名 総定員 150 名 

目標資格 写真技能検定(国家資格) 

主な就職先 （株）博報堂プロダクツ、（株）ユニモト、（株）キャラット、ART WORKS STUDIO、

（株）GIZMO vanitoy bagel、（株）カンペールジャパン、他 

学生数 141 名 

 

○専門課程Ⅰ部 写真科 

修業年限 2 年 

入学定員 80 名 総定員 160 名 

目標資格 写真技能検定(国家資格) 

主な就職先 （株）朝日新聞出版、（株）ライトアップスタジオ、（株）らかんスタジオ、 

（株）イイノ・メディアプロ、他 

学生数 164 名 

 

○専門課程Ⅱ部 写真科 

修業年限 2 年 

入学定員 30 名 総定員 60 名 

目標資格 写真技能検定(国家資格) 

主な就職先 マックスタジオ、ギアスタジオギア、クロコ、他 

学生数 34 名 

 

【カリキュラム】 

○学科ごとのカリキュラム概要 

専門課程Ⅰ部写真科(3 年制) 

専門課程Ⅰ部写真科(2 年制) 

専門課程Ⅱ部写真科(2 年制) 

※職業実践専門課程の認可を受けているカリキュラム概要の公開となります(Ⅰ部写真科３

年制、Ⅰ部写真科 2 年制)。 

 



【成績評価】 

各教科において 2/3 以上出席し、所定の課題を提出した上で提出作品の平均点が 60 点以上

を合格点とし、A:80 点以上(特に良い) B:70 点以上(良い) C:60 点以上(普通) D:59 点以下は

不合格(劣る) 

 

【進級・卒業条件】 

進級及び卒業には、各教科において 2/3 以上出席し、履修したすべての科目の評価が「C」

以上であること。 

卒業には、卒業判定審査で合格することが必要。 

 

【授業時間】 

1 限 9:20〜11:40  2 限 12:30〜14:50  3 限 15:10〜17:30  4 限 18:30〜20:50(夜間部) 

 

【学期】 

4 月 1 日〜翌年 3 月 31 日(前期 4 月 1 日〜9 月 30 日・後期 10 月 1 日〜3 月 31 日) 

 

【[専門士]称号付与】 

専門課程Ⅰ部の卒業生は、「専門士」の称号が付与されます。 

「1994 年文部省(現文部科学省)告示第 84 号」 

 

【主な就職先】 

(株)アマナ、(株)博報堂プロダクツ、(株)イイノ・メディアプロ、(株)ユーアール代官山ス

タジオ、(株)資生堂、(株)ベネッセコーポレーションたまひよ写真スタジオ、(株)小学館ス

クエア写真事業部、(株)ゴーシーズ、(株)ピースモンキー、(株)サウンドクルー、(株)ライ

トアップ、(株)世界文化社、(株)写真館ピノキオ、(株)フォトクリエイト、(株)アップルツ

リーファクトリー、(株)マキュレ、昌和印刷(株)、(株)アド・メイト外苑スタジオ、(株)朝

日新聞出版、他多数 

 

【就職希望の就職率】  

Ⅰ部96.4％ Ⅱ部77.8％ 全体93.8％ 

写真作家等としての活動やデビューを希望する学生も多数。大学等へ編入する学生の進学

もある。 

 

 

 

 



３、教職員 

【教職員数】 

校長１名、副校長 １名、教員 18 名、職員 13 名 

４、キャリア教育・実践的職業教育 

【キャリア教育の概要】 

学科共通科目であるフォローアップ講座等において、キャリア教育を行っている。 

また、学校行事における委員会活動等で「社会性や協調性」を養う機会を設けている。 

 

【就職指導体制】 

担任と学生課キャリアセンターが連携して、個別に就職指導を行っている。 

写真家希望者については、有識者による作品講評などを活用しつつ、講師と連携を保ちなが

ら、多くの写真コンテストで受賞できるように指導をしている。 

 

【実践的職業教育の概要】 

職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成するため、職業に関連した企業との密接な連

携により、カリキュラム及び指導方法・教材等を検討し、より実践的な職業教育の確保に取

り組んでいる。 

 

 

５、様々な教育活動・教育環境 

【主な学校行事】（社会情勢等により変更する可能性がある） 

４月 入学式 

入学ガイダンス 

健康診断 

始業説明会(進級生) 

５月 撮影実習（Ⅰ部 1 年） 

国内フィ−ルドワーク（フォトフィールドワーク専攻 2 年） 

６月 海外研修旅行(２年) 

７月 校友会共催ワークショップ 

国内合宿（フォトアート専攻 2 年） 

８月 国内合宿（総合写真研究専攻 2 年 3 年、フォトアート専攻 3 年） 

９月 アートフェア 

前期末審査 

マレーシア研修(フォトフィールドワーク専攻 2 年) 

海外フィールドワーク帰国（フォトフィールドワーク専攻 3 年） 

10 月 海外フィールドワーク帰国報告会（フォトフィールドワーク専攻 3 年） 



12 月 写真技能検定 3 級実技試験 

校友会共催ワークショップ 

1 月 進級生対象ゼミ説明会 

2 月  NPI ポートフォリオコンペティション展 

学外写真展（総合写真研究専攻 2 年、フォトアート専攻 2 年） 

フォトプレゼンテーション演習展（写真科Ⅰ部 3 年制 1 年） 

卒業作品展（写真科 2・3 年） 

3 月 卒業式 

海外フォトフィ−ルドワーク出発(フォトフィールドワーク専攻新 3 年) 

 

【教育環境】 

撮影関連機材を多数所有し、学生への貸出しを行っている。写真・映像に特化したコンピュ

ーター実習室をはじめ、暗室・撮影スタジオ等の実習設備を整えている。また、一眼レフカ

メラによる動画撮影の授業にも対応している。 

また、作品出力機器は機材室、図書室にも設置している。 

 

【課外活動】 

サークル活動やボランティア活動は、社会性や協調性を養う重要な活動と位置づけ、積極的

に支援している。サークルには、Future Lights Project や SHATO などがある。 

また、渋谷音楽祭における記録撮影や東日本大震災における取材活動と、その成果としてま

とめた「東日本大震災復興支援写真展」など実績も多数ある。 

 

【校友会】 

校友会は、卒業生と在校生相互の親睦をはかること、卒業生と母校との関係を密にして、母

校の発展に寄与することを目的として設立されている。在校生向けの特別講座・学園祭への

ブース出展など様々な活動を行っている。 

 

 

６、学生の生活支援 

【学生相談】 

クラス担任が定期的にカウンセリングを行い、保護者とも連絡を密にして問題解決にあた

っている。また、留学生については留学生担当者を配置して支援をおこなっている。 

 

【健康管理】 

学校保険安全法に基づく定期健康診断を毎年 4 月に実施している。 

また、校医による健康相談も適宜行っている。 



 

【防災体制】 

施設の法定消防設備点検、建築設備点検を行っている。災害時の帰宅困難者への支援対策

として、保存食糧・保存飲料水・簡易トイレ・簡易寝具等の災害備蓄品を常備するとともに、

学生・教職員への安全対策の徹底を図っている。 また、渋谷区帰宅困難者会議にも毎回出

席し情報の収集や共有に努めている。 

 

 

7、学生納付金・修学支援 

【学生納付金(2025 年度生)】 

○専門課程Ⅰ部 写真科(3 年制) 

入学金(初年度のみ) 180,000 円 

授業料 860,000 円 

施設費 190,000 円 

実習費 170,000 円 

1 年次 納入金合計 1,400,000 円 

2 年時 納入金合計 1,220,000 円 

3 年時 納入金合計 1,320,000 円 

*3 年制 3 年次の施設費・実習費は作品制作が中心となるため各々年額 50,000 円の加算に

なります。 

 

○専門課程Ⅰ部 写真科(2 年制) 

入学金(初年度のみ) 180,000 円 

授業料 860,000 円 

施設費 190,000 円 

実習費 170,000 円 

1 年次 納入金合計 1,400,000 円 

2 年時 納入金合計 1,220,000 円 

 

○専門課程Ⅱ部 写真科(2 年制) 

入学金(初年度のみ) 100,000 円 

授業料 380,000 円 

施設費 140,000 円 

実習費 80,000 円 

1 年次 納入金合計 700,000 円 

2 年時 納入金合計 600,000 円 



 

○専門課程Ⅱ部 フォトコミュニケーション科(2 年制) 

入学金(初年度のみ) 100,000 円 

授業料 380,000 円 

施設費 140,000 円 

実習費 80,000 円 

1 年次 納入金合計 700,000 円 

2 年時 納入金合計 600,000 円 

 

【修学支援】 

学生に対する経済的な支援体制は、呉学園特待生制度・学び直し支援金制度・本校主催の「高

校生フォトグランプリ」受賞者を対象に学費の一部を減免する等、本校独自の特待生制度を

設け支援を行っている。また、「家計が急変した学生への経済的支援制度」として、学業継

続を希望する学生への貸付を行う制度の立ち上げも行っている。 

令和2年度より開始された「高等教育の修学支援新制度」の対象校となっている。 

その他公的制度として、日本学生支援機構奨学金制度・東京都育英資金・国の教育ローンを

適宜紹介、斡旋する。民間の制度として、新聞奨学生制度・提携している信販会社の教育ロ

ーン、財団法人の国際交流奨学金がある。 

 

 

8、学校の財務 

【財務の状況】 

学校法人として教育活動の充実および永続性が必要であると考え、施設・設備の整備、    

教職員の研修等教育の向上を図りながらも経費全体の見直しも行い、適正な財政状況を 

保っている。 

 

 

9、 学校評価 

【自己点検・評価】 

本校では、自己点検・評価に取り組み教育活動の質の向上及び学校運営の改善、強化を 

はかっている。 

 

【学校関係者評価】 

学校関係者評価とは、学校が自ら行った「自己評価」の評価結果を踏まえその評価が適切に

行われているかを学校関係者が行う評価のこと。学校関係者の学校への理解促進と連携協

力により、学校運営の改善を図ることを目的として実施している。 



 

10、学則 

学則(2024 年度) 

 

 

11、役員名簿 

名簿は本部事務局にて保管しており、請求があれば閲覧可能となっている。 

 

 

12、職業実践専門課程の基本情報 

専門課程Ⅰ部 写真科(3 年制) 

専門課程Ⅰ部 写真科(2 年制) 


